
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

関

の

指

定

の

更

新

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

担

当

課

（

室

）

関

の

指

定

の

辞

退

目

次

○

優

良

図

書

の

推

奨

子

ど

も

家

庭

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

【

告

示

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

の

更

新

○

電

線

共

同

溝

を

整

備

す

べ

き

道

路

の

指

定

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

【

】

公

告

に

係

る

事

項

の

変

更

○

土

地

改

良

区

の

定

款

変

更

の

認

可

耕

地

課

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

の

指

定

指

導

監

査

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

○

〃

〃

の

完

了

○

指

定

通

所

支

援

の

事

業

の

廃

止

の

届

出

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

〃

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

警

察

本

部

会

計

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

〃

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

関

の

指

定

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

岡

山

県

公

報

令和６年６月４日 第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指 

定
し
た
。 

令
和
六
年
六
月
四
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

指
定
年
月
日 

訪
問
看
護
ス
テ
―
シ
ョ
ン
あ
や
め
倉
敷 

 
 
 

 
 
 

 
 

倉
敷
市
白
楽
町
二
〇
五
―
四 

え
と
あ
シ
テ
ィ
Ⅾ
棟
一
〇
一
号
室 

令
和
六
年
六
月
一
日 

 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
六
年
六
月
四
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

更
新
年
月
日 

マ
ス
カ
ッ
ト
薬
局 
穂
浪
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
前
市
穂
浪
二
八
三
五
―
九 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
薬
局 
松
島
店 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

倉
敷
市
松
島
一
一
〇
〇
―
一 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
六
年
六
月
一
日 

き
た
ぞ
の
薬
局 

河
辺
店 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

津
山
市
河
辺
七
六
九
―
一 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
六
年
六
月
一
日 

 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
六
月
四
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

 

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

変
更
事
項 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

変
更
前 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

変
更
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

変
更
年
月
日 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ク
ム
レ 

 
 

 

医
療
機
関
の
所
在
地 

 
 
 

 
 

 

倉
敷
市
上
東
八
二
七
―
七 

 
 
 

 

倉
敷
市
水
島
青
葉
町
一
―
一
八 

一
階 

令
和
六
年
四
月
一
日 

 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

チ
ル
ド
レ
ン
ハ
ウ
ス
・
つ
ば
め 

  

２  

所
在
地 

勝
田
郡
勝
央
町
黒
土
二
二
一
番
地
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
む
す
び
こ
ぶ 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

美
作
市
林
野
三
四
二
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
三
六
〇
〇
一
〇
三 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

児
童
ク
ラ
ブ
つ
ば
め 

  

２  

所
在
地 

勝
田
郡
勝
央
町
岡
二
九
番
地
一
六 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
む
す
び
こ
ぶ 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

美
作
市
林
野
三
四
二
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
三
六
〇
〇
一
一
一 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

夢
門
塾
ゆ
う
ゆ
う
総
社 

  

２  

所
在
地 

総
社
市
中
央
六
丁
目
九
―
一
〇
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

キ
ャ
レ
オ
ス
株
式
会
社 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

広
島
県
福
山
市
新
市
町
大
字
戸
手
一
〇
二
番
地
一 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
〇
八
〇
〇
一
六
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

保
育
所
等
訪
問
支
援 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
一
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
指
定
通
所
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

チ
ル
ド
レ
ン
ハ
ウ
ス
・
つ
ば
め 

２  

所
在
地 

勝
田
郡
勝
央
町
黒
土
二
二
一
番
地
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
フ 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

勝
田
郡
勝
央
町
黒
土
二
二
一
番
地
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
五
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
三
六
〇
〇
〇
七
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
二
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
指
定
通
所
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

児
童
ク
ラ
ブ
つ
ば
め 

２  

所
在
地 

勝
田
郡
勝
央
町
岡
二
九
番
地
一
六 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
フ 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

勝
田
郡
勝
央
町
黒
土
二
二
一
番
地
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
五
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
三
六
〇
〇
〇
二
〇 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ッ
グ 

  

２  

所
在
地 

浅
口
郡
里
庄
町
里
見
五
三
〇
一 

曽
根
本
第
二
ビ
ル
二
〇
二 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
エ
ッ
グ 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

倉
敷
市
玉
島
勇
崎
三
二
二
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
二
七
〇
〇
〇
九
三 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ｏ
ｉ
ｃ
ｏ
ｓ 
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｏ 

  

２  

所
在
地 

勝
田
郡
勝
央
町
黒
坂
五
八
番
地
三 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

社
会
福
祉
法
人
大
崎
ゆ
り
か
ご
会 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

津
山
市
西
吉
田
菰
原
三
六
番
地
の
一 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
三
六
〇
〇
〇
八
六 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 
 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

美
作
市
立
作
東
老
人
保
健
施
設 

  

２  

所
在
地 

美
作
市
江
見
二
八
〇 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

美
作
市 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

美
作
市
栄
町
三
八
―
二 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
一
五
〇
〇
二
二
一 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 
 

短
期
入
所 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ア
コ
ー
ル 

  

２  

所
在
地 

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
西
濁
田
三
九
四
八
番
地
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
ア
コ
ー
ル 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
西
濁
田
三
九
四
八
番
地
一 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
一
六
〇
〇
二
一
一 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ま
み
ー
な
っ
ぷ 

  

２  

所
在
地 

浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
東
二
〇
〇
一
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
メ
イ
ト 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

浅
口
市
金
光
町
八
重
二
六
二
番
地
二
〇 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
一
六
〇
〇
二
〇
三 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ユ
ー
ト
ピ
ア
ド
ル
フ
ィ
ン 

  

２  

所
在
地 

浅
口
市
寄
島
町
一
六
〇
八
九
―
一
六 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

社
会
福
祉
法
人
ド
ル
フ
ィ
ン
福
祉
会 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

倉
敷
市
八
王
寺
町
一
八
八
番
一 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
二
一
六
〇
〇
〇
三
七 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

共
同
生
活
援
助 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号 

 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

令
和
六
年
六
月
四
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ッ
グ 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
里
見
五
三
〇
一
―
一 

曽
根
本
第
二
ビ
ル 

二
〇
二 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

株
式
会
社
エ
ッ
グ 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
勇
崎
三
二
二
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
二
七
〇
一
一
八
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

訪
問
介
護 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。 

令
和
六
年
六
月
四
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 

 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

担
当
す
る
医
療
の
種
類 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

指
定
年
月
日 

か
が
み
の
薬
局 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

苫
田
郡
鏡
野
町
寺
元
三
七
四
―
二 

 
 

 
 

 

調
剤 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

令
和
六
年
六
月
一
日 

ホ
リ
エ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
社
市
駅
前
一
―
八
―
七
二 

 
 

 
 

 
 
 

調
剤 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

令
和
六
年
六
月
一
日 

 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
六
年
六
月
四
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

担
当
す
る
医
療
の
種
類 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

更
新
年
月
日 

医
療
法
人
晴
寿
会
海
岸
通
り
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 
 

 
 

玉
野
市
宇
野
一
―
四
二
―
二
六 

 
 

 
 
 

 

腎
臓
に
関
す
る
医
療 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

有
限
会
社
美
作
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

津
山
市
河
辺
九
四
二
―
一 

 
 

 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

あ
お
ぞ
ら
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
原
市
上
出
部
五
〇
〇
―
一 
 

 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

お
ざ
き
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
一
〇
三
―
一
三 

 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

ザ
グ
ザ
グ
薬
局
邑
久
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豊
原
八
六
―
一 

 
 

 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

 
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
薬
局
鴨
方
店 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
一
六
三
九
―
五 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

株
式
会
社
早
川
町
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真
庭
市
久
世
二
五
〇
九
―
一 

 
 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

ク
オ
ー
ル
薬
局
高
梁
南
町
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
梁
市
南
町
七
九 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
七
月
一
日 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
六
月
四
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

担
当
す
る
医
療
の
種
類 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

辞
退
年
月
日 

 

そ
う
ご
う
薬
局
湯
郷
店 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

美
作
市
中
山
一
四
七
六
―
三 

 
 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
四
月
一
日 

 

ホ
リ
エ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

総
社
市
駅
前
一
―
八
―
七
二 

 
 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



    
 

番
号

 
 

 
 

図
 

 
書

 
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
著

 
 

 
者

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

発
 

行
 

所
 

 
 

 
 

 
対

 
 

 
象

 
 

１
 

 
 

い
っ

し
ょ

に
あ

い
さ

つ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
山

本
 

省
三

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新

星
出

版
社

 
 
 
 
 
幼

児
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
カ

モ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
絵

 

 
２

 
 

 
野

球
し

よ
う

ぜ
！

大
谷

翔
平

も
の

が
た

り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
と

り
ご

え
 

こ
う

じ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
世

界
文

化
社

 
 
 
 
 
小

学
生

（
低

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山

田
 

花
菜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
絵

 

 
３

 
 

 
ふ

し
ぎ

な
光

の
し

ず
く

～
け

ん
た

と
の

約
束

～
 

 
 

 
 

 
 

 
 
田

村
 

孝
行

・
田

村
 

弘
美

 
 
 
 
 
原

案
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金

港
堂

出
版

部
 
 
 
 
 
小

学
生

（
中

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木

村
 

真
紀

・
田

村
 

弘
美

 
 
 
 
 
作

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡

辺
 

麻
美

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
絵

 

４
 

 
 

ほ
ん

と
に

と
も

だ
ち

？
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
如

月
 

か
ず

さ
 

 
 

 
 

 
 

 
作

 
 

 
 

 
 
小

峰
書

店
 
 
 
 
 
 

〃
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
高

橋
 

和
枝

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵
 

 
５

 
 

 
性

暴
力

に
つ

い
て

か
ん

が
え

る
た

め
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
齋

藤
 

梓
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
著

 
 

 
 

 
 
一

藝
社

 
 
 
 
 
中

学
生

 

◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号 

 

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る
。 

 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



      番
号

 
 

種
 

別
 

 
 

 
 

名
 

 
 

 
称

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
発

行
者

等
 

 

 
１

 
 

 
雑

 
誌

 
 

 
エ

メ
ラ

ル
ド

 
春

の
号

 
２

０
２

４
 

 
 

 
 

 
Ｋ

Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ

Ａ
 

Ｓ
Ｐ

Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｇ

 
 

 

２
 
 

 
 

〃
 

 
 

 
永

遠
娘

 
１

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
茜

新
社
 

３
 
 

 
 

〃
 

 
 
 
 

 
ナ

ッ
ク

ル
ズ

極
ベ

ス
ト

 
ｖ

ｏ
ｌ

．
３

７
 
 
 
 
 

 
大

洋
図

書
 

４
 
 

 
 

〃
 

 
 

 
漫

画
ボ

ン
ジ

ュ
ー

ル
 

２
０

２
４

 
６

月
号

 
 

 
大

都
社
 

５
 
 

 
 

〃
 

 
 

 
 
Ｍ

ｅ
ｎ

’
ｓ

 
Ｇ

Ｏ
Ｌ

Ｄ
 

５
月

号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ

イ
ド

社
 

Ｖ
Ｏ

Ｌ
．

１
３

９
 

 
 

 

◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号 

 

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 

 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
五
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

黒
土
北
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

槌
ヶ
原
日
比
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

  

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
納
地
字
道
ノ
下
五
七
五
番

一
地
先
か
ら 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
納
地
字
宮
ノ
乢
二
〇
九
番

一
地
先
ま
で 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
納
地
字
道
ノ
下
五
七
五
番

一
地
先
か
ら 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
納
地
字
宮
ノ
乢
二
〇
九
番

一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 
新
旧

別 

四
・
四
～ 

一
七
・
〇 

七
・
五
～ 

二
二
・
二 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
三
・
〇 

七
三
・
〇 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

玉
野
市
迫
間
字
宮
面
九
九
〇
番
二
地
内 

玉
野
市
迫
間
字
宮
面
九
九
〇
番
二
地
内 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

一
七
・
五
～ 

二
〇
・
六 

一
七
・
五
～ 

二
〇
・
六 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

九
・
四 

九
・
四 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
六
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

県
道 

県
道 

道

路

の

種

類 

槌
ヶ
原
日
比

線 垂
水
追
分
線 

路

線

名 
玉
野
市
迫
間
字
宮
面
九
九
〇
番
二
地
内 

真
庭
市
下
河
内
字
下
ノ
神
二
八
一
番
二
地
先
か
ら 

真
庭
市
下
河
内
字
下
河
原
一
〇
三
一
番
一
地
先
を
経

て 真
庭
市
下
河
内
字
小
中
田
一
一
一
三
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
六
年
六

月
四
日 

令
和
六
年
六

月
六
日
（
十

時
） 

供
用
開
始

年

月

日

（
時
間
） 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号 

 

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路 

線 
名  
四
二
九
号 

三 

指
定
の
区
間 

 

  

倉
敷
市
平
田
字
井
手
川
三
二
五
番
一
地
先
か
ら 

倉
敷
市
西
坂
字
池
之
内
七
六
九
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

間 

一
〇
五
〇
・
〇 

延
長
（
ｍ 

） 

上
下
線 

指

定

の

部

分 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



〔
二
八
二
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

足
守
土
地
改
良
区 

二 

認
可
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



〔
二
八
三
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
備
中
局

建
第
四
〇
四
〇
号 

令
和
六
年
五
月
二
十

四
日 

番

号 

指

定

年

月

日 

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
新
庄
字
太
治
郎
開

地
五
三
八
五
番
二
の
一
部
、
字
穴
田
五

四
二
六
番
一 

道

路

の

位

置 

六
・
〇
二 

 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

四
六
・
七
九  

 
 

 
 

  

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



〔
二
八
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
袋
ノ
東
二
二
〇
番
四
、
二
二
一
番
五 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
清
音
三
因
三
番
地 

板
野 

由
美 

板
野 

由
佳 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
三
二
号 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



〔
二
八
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
袋
ノ
東
二
二
七
番
三
、
二
二
七
番
一
四
、
二
二
七
番
一
五
、
二
二
七
番
一
六 

 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
南
区
新
保
四
〇
二
番
地
一
フ
ァ
ミ
ー
ユ
サ
ト
ウ
Ⅱ
Ｂ
棟
一
〇
二
号
室 

青
木 

漠
幸 

青
木 

年
恵 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
二
号 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



〔
二
八
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
六
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
総
社
字
畑
間
一
二
五
五
番
五 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
総
社
一
二
五
六
番
地 

吉
岡 

大
輝 

吉
岡 

理
紗 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
三
月
二
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
四
三
号 

令和６年６月４日　岡山県公報　第１２６０５号



二
八
七

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

令
和
六
年
六
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
調
達
件
名

警
察
本
部
庁
舎
等
清
掃
業
務
委
託

(
2
)
調
達
業
務
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
警
察
本
部
庁
舎
等
清
掃
業
務
委
託
仕
様
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
等
」
と
い

う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
契
約
期
間

令
和
６
年
1
0
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月
3
0
日
ま
で

(
4
)
履
行
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
説
明
書
に
示
す
方
法
に
従
っ
て
計
算
し
た
２
年
間
の
額
で
入
札
に

付
す
る
こ
と
と
し
、
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0

分
の
1
0
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、

。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見

積
も
っ
た
契
約
金
額
の
1
1
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
６
年
度
に
県
が
発
注
す
る
役
務
の
提
供
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等

又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
令
和
６
年
岡
山
県
告
示
第
2
8

号
（
役
務
の
提
供
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
、
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。
以

下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
、
格
付
区
分
が
Ａ

。
。

で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契

約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告
示
第
3
3
2
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札

参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
岡
山
県
か
ら
岡
山
県
役
務

の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を
受
け
て
い
る

者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

(
6
)
令
和
元
年
度
以
降
、
官
公
庁
、
民
間
企
業
等
に
お
い
て
清
掃
業
務
に
関
す
る
契
約
を
１
年
間
以

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

上
の
期
間
に
わ
た
り
履
行
し
た
実
績

(
7
)
次
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

ア
役
員
等
（
入
札
参
加
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
者
を
、
入
札
参
加
者
が
法
人
で
あ
る
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場
合
に
は
そ
の
役
員
又
は
そ
の
支
店
若
し
く
は
事
務
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
及

。

び
作
業
員
が
暴
力
団
員
等
（
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
2
2
年
岡
山
県
条
例
第
5
7
号
。
以

下
「
条
例
」
と
い
う
）
第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
）

。
。

で
あ
る
こ
と
。

イ
暴
力
団
（
条
例
第
２
条
第
１
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
又
は
暴
力
団

。

員
等
が
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
。

ウ
役
員
等
及
び
作
業
員
が
自
己
、
自
社
若
し
く
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
目
的
又
は
第
三
者
に

損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
を
利
用
す
る
等
し
て
い
る
こ
と
。

エ
役
員
等
及
び
作
業
員
が
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
に
対
し
て
資
金
等
を
供
給
し
、
又
は
便
宜

、
、

。
を
供
与
す
る
等
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
若
し
く
は
関
与
し
て
い
る
こ
と

オ
役
員
等
及
び
作
業
員
が
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

カ
役
員
等
及
び
作
業
員
が
暴
力
団
員
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
不
当
に
利
用
す

る
等
し
て
い
る
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
、
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
、
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
、
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課
庁
舎
管
理
班

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
2
3
4

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
６
年
７
月
２
日
（
火
）

午
後
４
時

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先〒
7
0
0
－
8
5
1
2
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
契
約
担
当

電
話
（
0
8
6
）
2
3
4
－
0
1
1
0
内
線
2
2
4
2

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

令
和
６
年
６
月
４
日
（
火
）
か
ら
同
年
７
月
1
2
日
（
金
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
、

、
。

、
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
、
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
3
0
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
内
、
重
さ
1
7
0
グ
ラ
ム
で
あ
る
の
で
、
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
受
領
期
限

令
和
６
年
７
月
2
4
日
（
水
）

午
後
４
時

(
4
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

令
和
６
年
７
月
2
5
日
（
木
）

午
前
1
1
時

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
庁
舎
２
階
入
札
室
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５
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
書
を
受
領
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
作
成
し
、
令
和
６
年
７
月
1
2
日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で
に
、

入
札
説
明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
入
札
参
加
希
望
者
は
、
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
、
無
効
と
す
る
。

(
6
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
7
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
8
)
そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

６
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
s
e
r
v
i
c
e
t
o
b
e
p
r
o
c
u
r
e
d
:

O
f
f
i
c
e
b
u
i
l
d
i
n
g
c
l
e
a
n
i
n
g
s
e
r
v
i
c
e
s
o
f
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
-

q
u
a
r
t
e
r
s

(
2
)
C
o
n
t
r
a
c
t
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
１
O
c
t
o
b
e
r

2
0
2
4
t
h
r
o
u
g
h
3
0
S
e
p
t
e
m
b
e
r
,
2
0
2
6

(
3
)
F
u
l
f
i
l
l
m
e
n
t
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

４
:
0
0
P
.
M
.
2
4
J
u
l
y
,
2
0
2
4

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

F
i
n
a
n
c
e
S
e
c
t
i
o
n
,
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s

２
－
４
－
６
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

T
e
l
e
p
h
o
n
e
:
0
8
6
－
2
3
4
－
0
1
1
0
,
E
x
t
.
2
2
4
2
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